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数列の極限と無限級数 
 
1. 数列の復習 
𝑎!,𝑎!,𝑎!,… ,𝑎!,… と数を並べて数列とよびます。一つの数列全体を表現するた
めに、集合の記号を使って{𝑎!}と書くことがあります。有限個の数から成る数列
を有限数列、無限個の数から成る数列を無限数列とよびます。 
 

等差数列 
一定の公差 rで変化する数列を等差数列というのでした。𝑎!!! = 𝑎! + 𝑟 と定義
すれば、一般項を𝑎! = 𝑎! + 𝑛𝑟 と表すことができます。公差は 0 でないとしま
す。 
 

等比数列 

一定の公比 rで変化する数列を等比数列というのでした。𝑎!!! = 𝑟𝑎!と定義すれ
ば、一般項を𝑎! = 𝑎!𝑟!と表すことができます。初項𝑎!は 0でないとします。 
 
2. 数列の収束 
無限数列 𝑎! について、nを大きくすると𝑎!が一定値𝑎に限りなく近づくとき、𝑎!
が𝑎に収束するといいます。記号として次のように書きます。 

lim
!→!

𝑎! = 𝑎 

 
収束する数列 

𝑎! = 1 𝑛 と定義すると、{𝑎!}は無限数列で、lim!→! 𝑎! = 0となります。 
 

収束する等比数列 

等比数列{𝑎!}では公比が−1 < 𝑟 < 1 であればlim!→! 𝑎! = 0となります。 
 
3. 数列の発散 

無限数列 𝑎! について、nを大きくすると𝑎!が限りなく大きくなるとき、𝑎!が正
の無限大に発散するといいます。記号として次のように書きます。 



lim
!→!

𝑎! = ∞ 

発散する等比数列 
等比数列 𝑎! では公比が𝑟 > 1 であれば正の無限大に発散します。 
 

発散する等差数列 
等差数列 𝑎! では公差が𝑟 > 0 であれば正の無限大に発散します。 
 
4. 負の無限大へ発散 
無限数列 𝑎! について、nを大きくすると𝑎!が負の値でかつ絶対値が限りなく大
きくなるとき、𝑎!は負の無限大に発散するといいます。記号として次のように
書きます。 

lim
!→!

𝑎! = −∞ 

負の無限大に発散する等差数列 
等差数列 𝑎! では公差が𝑟 < 0 であれば負の無限大に発散します。 
 
5. 振動する数列 
収束せず、正の無限大にも負の無限大にも発散しない無限数列は振動するとよ

びます。 
 

振動する等比数列 
等比数列 𝑎! では公比が𝑟 = −1 であれば振動します。 
 
6. 極限値の関係 
全ての nについて𝑎! ≤ 𝑏!であれば、次の不等式が成立します。 

lim
!→!

𝑎! ≤ lim
!→!

𝑏! 

また、𝑎! ≤ 𝑐! ≤ 𝑏!で、𝑎! と 𝑏! がともに収束すれば次の不等式が成立します。 
lim
!→!

𝑎! ≤ lim
!→!

𝑐! ≤ lim
!→!

𝑏! 

7. 数列の和と無限級数 
数列 𝑎! の𝑎!から𝑎!までの和を𝑆! = 𝑎!!

!!! = 𝑎! + 𝑎! +⋯+ 𝑎!と書くことにし
ます。lim!→! 𝑆! = 𝑎!!

!!! を無限級数と呼びます。 
 



無限等差級数と無限等比級数 
等差数列の和を等差級数、その無限級数を無限等差級数と呼びます。 
𝑎! = 𝑎! + 𝑛𝑟 ですから、 𝑆! = 𝑎!!

!!! = 𝑛 + 1 𝑎! + 𝑛(𝑛 + 1)/2 です。 
 
等比数列の和を等比級数、その無限級数を無限等比級数と呼びます。 

𝑎! = 𝑎!𝑟! から、𝑆! = 𝑎!!
!!! = 𝑎!

!!!!!!

!!!
です。 


